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●あかし君はおほしめしまはすに夢うつゝさま〳〵しつならすさとしのやうなる事ともをきしか 行末のこらすおほしあはせて世の人のきゝつたへん後のそしりや からさるへきを ゝかりてまことの神のたすけにもあらんをそむく物 らは又これよりまさりて人わらはれなるめをやみんうつゝ 人の心たになをくる はかなき事をもかつみつ 我より
　　　
」一八ウ









































































































































































































ていひし人 るを源氏君 御子をさへま け
　　





































































































その心は姫 かたはのあ よし ねていひちらし
　　


























































































































































































































































































































































































































































































































へりしかはあれとその故 るよしいへる や ゝし
　　
後せん
撰しう
集せん
千さい
載大和物語等に此たくひのてにはあり
　　
河（涙カ）
川なかすね覚も有物をいらふはかりの露やなに也
　　
思ひ出て音信しける山彦のこたへにこりぬ我や に也
　　
ゆゝしとていみける物を我ためになしといはぬはたかつら 也
　　
このてにはきゝにくきやうには侍れと五音にて
　　
相違なき歟昔はみな如此ありけるよし心ふ き
　　
のみなり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」三九ウ
かゝるおりのらうろうならすはまいるましくけはひはつかしく思ふも　　
これは右衛門督女三宮に忍 てあひ給へりし
　　
後心のおにゝ源氏のかたへまいり給はさり ころ
　　
紫の上の物のけにうせ給へるよしきゝ まつ
　　
のかへさみにいて給ひしつゐてに二条院へ
　　
まいられける時柏木の心也らうろうは人のおちめ
　　
なとのことをいへは源氏君の れへの時まいる心を
